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研究成果の概要（和文）：4年間の研究において、メンバーの三人が現地調査を通じて一次データを多く収集
し、東北ユーラシア諸言語の語形成に関する類型的比較研究を実施した。そして研究の成果を国内外の学会で発
表したほか、『北方言語研究』、"Asian and African Languages and Linguistics", "Linguistic Typology of
 the North"などの雑誌に多くの論文を投稿し、日本語と英語で刊行することができた。また、言語の基礎資料
になり得る民話資料も多く収集し、数冊の本を出版した。この４年間の研究活動は研究だけでなく、先住民言語
の記録・保存にも大きく貢献することができた。

研究成果の概要（英文）：　　In a four-year study,we went to each specialized language distribution 
area,collected a lot of primary data through fieldwork,conducted typographical comparative studies 
on word formation in East Eurasian languages,and aimed at it was possible to reach.　The research 
results were presented at many academic conferences in Japan and overseas,and were written as 
academic papers,and were published in Japanese and English in magazines such as "Northern Language 
Studies","Asian and African Languages and Linguistics" and "Linguistic Typology of the North".　In 
addition, we collected a large amount of folklore materials that could be basic materials for 
languages,and were able to publish them as several books.With many of the languages of Northeastern 
Eurasia now in endangered. So our research over the past four years has become very valuable.

研究分野：チュクチ語、モンゴル諸語

キーワード： 北東ユーラシアの諸言語　語形成　地域類型的研究　チュクチ語　モンゴル諸語　ツングース諸語　チ
ュルク諸語

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　ロシアのシベリア地域と中国の北東地域には話者数が少なく、消滅の危機に瀕している言語が数多く存在す
る。この四年間はメンバーの三人がロシア、中国、モンゴル国へ何度も行き、緻密な現地調査を重ねてきた。そ
して系統が異なる東ユーラシアの諸言語の語形成に着目し、類型的比較研究を進めてきた。その結果、数多くの
研究成果を上げ、言語学研究に貢献することができた。また、民話資料を大量に収集し、数冊の本として出版
し、先住民言語文化の記録・保存に貢献するだけでなく、それを世界に向けて発信することができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
北東ユーラシア地域には，極めて多数の言語が密集して分布しているが、これらの言語は古
アジア諸語とアルタイ諸語に大別される。古アジア諸語とは、系統的にも類型的にも異質な言
語群に対する便宜的な名称である。古アジア諸語には、高度な複統合性を持ち抱合現象の見ら
れるチュクチ語や、焦点接辞などの類型的に興味深い接辞を有するユカギール語などが含まれ
る。アルタイ諸語には、モンゴル語族、ツングース語族、チュルク語族が含まれる。これらの
諸言語では、接辞法と重複法が発達している。北東ユーラシアの地域の諸言語は旧ソ連時代
には、主としてロシア人研究者による研究が進められてきた。彼らによる研究は現在でも
記述的な価値を有するものではあるが、言語の系統関係にとらわれ過ぎた点のあることは
明らかである．一方でアメリカの言語学者 R.アウステルリッツがこれらの諸言語の系統関
係を超え、広く類型的な関心を寄せていたのである。彼はこの地域の言語の「膠着性」を
諸語族の故地と関連づけ、膠着性が同地域における新しい発展であると推定した。 
ソ連邦の崩壊後、ロシア人研究者たちの研究活動は縮小の一途を辿った。同時に日本の
研究者による北東ユーラシア諸言語の記述研究が飛躍的に発展した。この背景には冷戦終
結により、かつては政治的な理由で閉ざされていたロシアのシベリア地域および中国の東
北地域に、比較的容易にアクセスすることが可能になったことがある。日本の若手研究者
たちも次々と現地調査に赴き、同地域のほとんど全ての少数民族言語が日本の研究者たち
により掘り起こされ記述されてきた。研究代表者の呉人徳司及び研究分担者の風間伸次郎
は、これまで 25年以上に渡りロシア・中国での現地調査を牽引してきたパイオニア世代で
ある．研究分担者の江畑冬生も、15年の現地調査の経験を有しており後に続いている。 
日本発信の研究の蓄積は、単に個々の言語の記述の段階に留まらず、諸言語間の比較・
対照研究の進展を呼び、ひいては世界の諸言語を対象とする言語類型論にも少なからず貢
献してきた。例えば，代表者の呉人による科学研究費・基盤研究(B)「複統合性をめぐる北
東シベリア・北アメリカ先住民言語の比較研究」（平成 16-19年度、課題番号 16320050）、
「北東アジア諸言語の複統合性をめぐる類型的・史的比較研究」（平成 21-24 年度、課題
番号 21421022）では、名詞抱合はチュクチ・カムチャツカ語族とアメリカインディアン諸
語観察されること、一方で語彙的接辞（具体概念を表す接辞）はチュクチ・カムチャツカ
語族だけではなくツングース諸語にも見られること等の事実を明らかにしてきた。 
北東ユーラシア地域の諸言語の大半が今、消滅の危機に瀕している。本研究の中心をな
す現地調査に基づく研究は、近い将来にはおそらく不可能になってしまうという社会的背
景もある。従って、本研究は極めて緊急性の高いものである。以上が本研究の学術的背景
である。 
 
２．研究の目的 

 本研究は言語的に極めて突出した多様性を示す北東ユーラシア地域において、詳細な現

地調査に基づいた語形成法に関する類型的研究を行う。言語領域(linguistic area)としての

北東ユーラシア地域は、これまでは単に系統が異なる諸言語の密集地域として捉えられて

きた。これに対し、本研究では同地域における語形成法に着目し、次の 2つの観点から形

態法の精緻さと語構造の多様性を明らかにする。[1] 語形成の手法： 接辞法（接頭辞・接

周辞・接尾辞）、重複法、音交替、転成、補充法。[2] 語形成プロセスのタイプ： 語幹合

成法（複合・抱合）、語彙的接辞（複統合性）、派生、屈折。接語法。 
 これらすべてのタイプが観察される同地域での現地調査により一次データを収集し、類
型的な対照研究を進め、広く一般言語学における語形成理論への貢献を目指すことが本研
究の目的である。 
 
３．研究の方法 

本研究では、北東ユーラシア諸言語の語形成に関し、地域類型論的観点から相互に比較

対照することを目的とするが，これを達成するために次のような 2段階の研究が行われた。 

①研究代表者と研究分担者がロシア、中国、モンゴルに行き、それぞれの専門とする言

語が話されている地域に入り、緻密な地調査により一次データの収集・分析を行なった。 
②それぞれが得た知見を持ち合い、議論を重ねることにより、北東ユーラシア諸言語の
語形成に関わるさまざまな手法と語形成のプロセスのタイプを比較し、形態法の精緻さと
語構造の多様性を明らかにした。 
 
４．研究成果 
 本研究はロシア、中国、モンゴル国など北東ユーラシア地域に分布するアルタイ諸言語と古
アジア諸語の一つであるチュクチ語を対象とし、語形成に焦点をあて、主に現地調査で得られ



た一次資料に基づき、これらの言語の形態的手法と形態的プロセスを比較し、地域的類似性を
明らかにする目的であった。四年間の研究期間において、研究代表者と分担者二人が、それぞ
れの研究対象とする言語に対する緻密な現地調査を通じて一次データを大量に収集し、東北ユ
ーラシア諸言語の語形成に関する類型的比較研究を実施した。そして研究の成果を国内外の学
会で毎年発表したほか、日本語と英語で数多くの論文を執筆し、『北方言語研究』、"Asian and 
African Languages and Linguistics"、"Linguistic Typology of the North"などの雑誌に投稿し、大き
な研究成果を上げることができた。また、言語の基礎資料になり得る民話資料も多く収集し、
数冊の本として出版した。この４年間の研究活動は研究だけでなく、先住民言語の記録・保存
にも大きく貢献することができた。 
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